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　新型コロナウィルス感染症予防のための緊急事態宣言がひと段落したかと思え

ば、集中豪雨による浸水や土砂災害など、不安が続いています。十分にお気をつ

けてください。

6月議会では一般質問をしませんでした。理由は、コロ

ウィルス感染症に係る支援対策や給付金の手続きなど、何を優先すべきかと考

えたら、市民に対する「支援」だと思ったからです。その代わり、行政と一緒に行動

をしようという事で、3面に記載していますが、幸せの運び屋「ふくふく FOODS」など、

支援活動をしました。9月議会からは一般質問にも

　6月議会では一般質問をしませんでした。理由は、コロナウィルス感染症に係る

支援対策や給付金の手続きなど、何を優先すべきかと考えたら、市民に対する「支援」

だと思ったからです。質問する代わりに、行政と一緒に行動をしようという事で、

3面に記載していますが、幸せの運び屋「ふくふく FOODS」などの支援活動をしました。

　9月議会からは一般質問も再開し、地域、学校、子育て、福祉の課題を取り上げます。
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石田の意
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 ⼩中学校のICT学習環境の整備および

 児童⽣徒に1⼈1台のタブレット端末を

＊市内の農⽔産品の⽣産者⽀援として

 通販サイト「ECサイト」の開設、

 商品のパッケージデザインや加⼯などを

 地域商社と連携する

＊市内の消費を活性化させる

 （商品券発⾏増額、リフォーム券の発⾏）

＊⼦育ての孤⽴防⽌への取り組みを

 市⺠団体と共働で推進

＊⼦育て世代に地元産直施設で使⽤できる

 買い物券の配布（0歳∼中学3年⽣までの

 ⼦どもがいる各世帯に、1万円分の地元

  産直施設で使⽤できる券を配布）

＊病児保育所、学童保育所、保育所などの

 感染防⽌対策

＊乳幼児健診⼀部再開に伴う感染防⽌対策

＊産後ケア事業の利⽤者受け⼊れに伴う

 実施期間の感染防⽌対策

＊ふれあいコール事業（外出等の⾃粛によっ

  て会話する機会が少なくなった⾼齢者向け

  のふれあい電話の設置)

＊住宅確保給付⾦申請増加による拡充

2020 年 7 月 15 日発行

・各対象⽤の申請書については市のHPからもダウンロードできます。
・その他、簡易な収⼊⾒込み額の申⽴書（給与明細、課税証明書、年⾦額確定通知書等）、本⼈確認書類
（運転免許証、マイナンバーカード、パスポート等）、児童扶養⼿当を申請されてない場合は⼾籍謄本また
は⼾籍抄本と⼝座を確認できるもの（通帳やキャッシュカードの写し）も必要です。



第 004 号 石田まなみ NEWS 2020 年 7 月 15 日発行

�
知
�
合
�
�

�
紹
介
�
�
�
�



第 004 号 石田まなみ NEWS 2020 年 7 月 15 日発行

反対
反対

主な議案から

議案第25号「福津市エンゼルスポット条例の廃止について」

議案第21号「福津市国民健康保険税条例を改正することについて」

議案第13号「福津市部落差別の解消の推進に関する条例の制定について」

賛成多数で

  可決
最近ではインターネットや SNS での誹謗中傷などの差別なども起こっています。いまだに根

強く残る差別、一人ひとりの人権を守るため一日も早く解消すべきことなので賛成。

仕事をしていない人も健康保険には加入しなければなりません。非正規労働やひきこもりが

増えている現状では、保険税の負担が生活をより一層苦しめています。もともとは病気の早

期発見などの目的の健康保険制度なので、国がしっかりと支えるべきではないでしょうか。

自治体へ丸投げによる保険税値上げと考えます。健康保険の前身でもある「定礼制度」発祥

の地・福津市の一員としても、国民の生活と健康を守るために反対します。

賛成多数で

  可決

石田の意

見

　　　　市から郷づくり推進協議会への説明は、当初 2月 12 日の事務局

員会議において、郷づくりがよりよいものになるという意味の説明をし

たが、準備を進めている段階で詳しい内容までは説明できなかった。し

かしその後、3月 9日に改めて郷づくりの会長に説明をしており、理解は

されたものと認識している。

　　　　　　　当初は説明が足らず、一部の郷づくりでは市が郷づくりを軽視していると受け止めたケースもある。市と郷

づくりはパートナーであると市は常々言っているのにこんな扱いされてガックリしてしまったという声もある。しっかりと

伝え、理解してこその「説明会」なのではないか？

何度も召集をかけるのではなく、一度でしっかりと伝えられるような説明の仕方の工夫も必要なのでは。「決まった事」だけ

を伝えるのが説明ではないと思う。全体的に市からの説明は一方的な印象を受けるのが残念である。

 「市民共働」を政策として進めていくのであれば、もう少し市民寄りの目線が欲しいところ。行政に関わる者や

市民一人ひとりの「力を合わせていこう」という意識が重要だと思う。どちらか一方の思いのみではうまくいかない。

それは日ごろからの積み重ねでもある。お互いの思いやりの気持ちが基礎にあって良いまちづくりができるのでは。

私の考え

市の答弁

3 月議会（2/25 ～ 3/18）の一般質問は「行政組織変更と市民共働について」です。

　　　　4月からの市役所内の組

織変更について、一部郷づくり推

進協議会への説明と理解が円滑に

進まなかったという話も聞いた

が、実際は？

質問１

新設の「市民共働推進係」

の役割と目的は？

質問２

　　　　郷づくり活動を含め、さまざまな個人や市民団体、NPO などの共働、

情報共有しながら、それぞれの特性を活かしながら、行政や地域、1つの

団体では解決できない地域の課題を、みんなの力を合わせて（市民共働）

解決し、より良いまちづくりを目指す。

市の答弁

石
田
の
考
え

についても、利用者の利便性や中学生や高校生に対する安全対策が万全とは思えないので

反対しましたが、賛成多数により可決されました。

その他


